
令和５年度 「特色ある学校づくり事業」実践報告 

 

 

                   

                     

 

 

 

１ 教育目標 

２ 目  的 

優しく、よりよい生き方を求める児童の育成を目指す「みんなが楽しい学校の創造そして

幸せへ」の実現のため、特色ある学校づくりを実践する。 

３ めざす児童像 

４ 行動目標 

５ 本校の取組の３つの柱 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

よく考え、心豊かで、たくましく生きる児童の育成 

思いやりのある子 よく考え、気づく子 たくましい子 

あいさつ 返事 くつならべ 

佐世保市立相浦西小学校 

～「みんなが楽しい学校」の創造～ 

所在地：佐世保市相浦町７９４番地 
校 長：岩田 美輝 

児童数：５５２名（２２学級） 

学力向上 

地域あったか交流 特別支援教育の充実 

・支援体制の充実 

・学習教材の充実 

・児童理解の推進 

１年生   草花、野菜等の栽培活動 秋をさがそう（地域交流） 

２年生   草花、野菜等の栽培活動 生活科町たんけん（地域交流） 

３年生   草花、野菜等の栽培活動 九十九島体験学習（地域理解） 

４年生   草花、野菜等の栽培活動 福祉体験活動 ふるさと発見学習（地域理解） 

５年生   草花、野菜等の栽培活動 宿泊体験学習（体験活動） 

６年生   草花、野菜等の栽培活動 絆～つながり～（地域貢献） 野焼き（体験活動） 

標準学力検査 

学習習慣・生活習慣の確立 

家庭学習の定着 

道徳教育の充実 

読書活動推進 

 
みんなが 

楽しい学校 



成果 学習習慣・生活習慣の確立及び学級の学習規律・支持的風土の醸成が図られたことにより、

基礎学力が定着し、学力の向上が見られた。 

課題 児童が主体的に課題解決に向かうための、継続的な授業改善が必要である。 

６ 具体的実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学力向上 

 

学習習慣・生活習慣の確立 

○「学びの習慣化に向けて」の全家庭

への配付 

家庭学習の定着 

〇家庭学習マニュアルの全児童配付 

道徳教育の充実 

○学習規律、支持的風土等の醸成 

標準学力調査（全学年） 

○教師の指導の成果と児童の伸び

の確認 

読書活動推進 

○年間をとおした図書ボランティア活

動の支援 

○学校司書と図書ボランティアの連携

による読書活動の充実 

○子どもの読書活動環境の充実 

 

 



成果 体験活動をとおして、児童のふるさとに対する思いの高まりとともに、自己有用感の向上

や他者理解にもつながった。 

課題 活動をとおして、児童にどのような力をつけるのか明確にしながら学習を進めていく。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域あったか交流 

 

草花・野菜等の栽培活動（全学年） 

○旬の野菜等の栽培、収穫 

 

地域交流 

○秋をさがそう（１年 分校交流） 

〇地域の施設・店舗等を巡る生活科町たん

けん（２年） 

〇昔遊び体験（1 年 地域交流） 

 

 

地域理解 

○九十九島体験学習（３年） 

〇福祉体験活動・ふるさと発見（４年） 

地域貢献（ボランティア活動） 

○朝のあいさつ運動（５・６年） 

〇ボランティア清掃（５・６年） 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育の充実 

支援体制の充実 

○ 算数科におけるTTによる指導や

個別指導等、指導体制の工夫 

○ 特別支援補助指導員等支援員の

配置の工夫 

 

学習教材の充実 

○個別支援のための教材の整備 

 

 

児童理解の推進 

○定期的な事例研修会の設定 

〇児童理解支援システムを活用

し、全職員共通理解のもとに行

う組織的対応 

成果 支援内容が、個別支援や特別な配慮が必要な児童の状況に応じ、よりきめ細かいものとなった。 

課題 特別支援教育の更なる充実について、研修を深めるとともに、保護者・地域へ啓発を図る。 


